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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成17 年12月期決算において、TIS株式会社向け売上取引に関して、当該契約解除に伴う損失を計

上いたします。 

これに伴い、平成17年2月5日の決算発表時に公表した平成17年12月期（平成17年1月1日～平成17年12月31

日）の中間期および通期の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 
１． 連結業績予想数値の修正 
 
平成 17年 12月期中間決算 連結業績予想数値（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 3,500 250 100 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 3,500 250 △330 

増 減 額 （ B － A ） － － △430 

増 減 率 （ ％ ） － － － 

前期実績（平成 16年 12月期中間決算） 2,123 △338 △246 
 
平成 17年 12月期決算 連結業績予想数値（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 8,000 750 330 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 8,000 750 △100 

増 減 額 （ B － A ） － － △430 

増 減 率 （ ％ ） － － － 

前期実績（平成 16 年 12 月期決算） 6,196 △272 △483 
 
２． 単体業績予想数値の修正 
 
平成 17年 12月期中間決算 単体業績予想数値（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 2,800 100 60 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 2,800 100 △370 

増 減 額 （ B － A ） － － △430 

増 減 率 （ ％ ） － － － 

前期実績（平成 16年 12月期中間決算） 1,993 △242 △162 



 
 
平成 17年 12月期決算 単体業績予想数値（単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 6,600 400 240 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 6,600 400 △190 

増 減 額 （ B － A ） － － △430 

増 減 率 （ ％ ） － － － 

前期実績（平成 16 年 12 月期決算） 5,353 △302 △417 

 

３． 損失計上の理由 

 

当社は、今期から導入の開始が見込まれているCRM（顧客関係構築システム）案件の一つに関して、TISと

パートナー連携し導入する予定で前期から話を進め、同プロジェクトで導入が計画されているライセンスや

保守の権利などを昨年下期以降、TISに対し販売してまいりました。 

しかし、本年４月に入ってTISから、当該取引においてTIS担当者の内規違反があったため、当該取引を取り

消して欲しい旨の申し入れがありました。 

 

当社では、当該取引関係は正当な合意のもとになされたものであるという当社の認識を説明し、正式な仕入

処理を要請しておりました。これに対しTISは代理人をたてて当該取引は無効である旨の主張をしてきたため、

当社も代理人をたて、法的主張に基づき説得を試みてまいりましたが、本日最終的に決裂しました。 

 

当社は、この協議決裂を受けて、TISが同プロジェクトにおけるパートナーとしては不適格であると判断し、

同社との間のライセンス販売契約を解除することを決定いたしました。そこで、当社の中間決算において当

該取引に関する損失を計上することといたしました。 

 

４． 修正の理由 

 

上記損失を特別損失として計上するため、当期純利益については、当初予想の黒字から赤字となる 

見込みであります。 

 

５． 今後の見通し 

 

今後、当社はTISに対して上記損失を原因として賠償請求を行う方針です。 

また一方で、ユーザー側のシステム導入に支障が出ることがないよう、今後の発生が見込まれている当該プ

ロジェクトについてのライセンス販売は、当社から行っていく予定です。 


